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緒 言

Ｃａｒｃｉ荻ｏｅ㎜ｂｒｙｏ烈ｉｃ ａｎｔｉｇｅれ （ＣＥＡ） は１９６５年

Ｇｏ胴 ら１）に よ り 報 告 さ れ， 現 在， 悪 性 腫 瘍 の マ ー

カー として広く臨床 応用されて いる． 特に， 大 腸

癌にお いては高度進 行例あるい は肝転移等の 再発

に 伴 い 血 中 ＣＥＡ は著 しく 上 昇 する こ と が 知 ら

れ， 重 要な腫瘍マーカ ーと して位 置付けら れて い

る
．

一 方， １９８９年 Ｙｅａｔ㎜ａｎ
ら２）の 報 告 以 来， 胆 嚢 胆

汁 中 ＣＥＡ 値 が 注 目 さ れ て い るカミ， 測 定 法， ㎝ｔｏｆｆ

値，
血 申 ＣＥＡ と の相関，微小 肝転移の診 断的意義

につ いてほ未だ十 分に明 らかにされてい ない． 今

回， 大腸癌患者 における胆嚢 胆汁申 ＣＥＡ（以 下，

胆 汁申 ＣＥＡ）を測 定しこ れらの点を明ら かにする
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とともに， 臨床 的意義， 肝転 移との関連 について

も 検 討 し た．

対象ど方法

１． 対 象

東京女子医科 大学病院第二 外科において１９９１年

２月 ～１９９４年１王月 までに手術 を施行 しだ大 腸癌症

例８０例を対象と した． その内訳 は， 男性５２例， 女

性２８例， 平 均 年 齢５９．６土９．５歳 で あ っ た．
眺 ｋｅｓ

ｓｔａｇｅ 別 で ほ， Ｄ 砿 ｅｓ Ａ １ ８ 例， Ｄｕｋｅｓ Ｂ １２３例，

Ｄｕｋｅｓ Ｃ ：２５例，
Ｄｕｋｅｓ Ｄ ：２４例 で あ り， う ち 肝

転移症 例は２０例 （同時性肝転移例１５例， 異 時性肝

転移例 ５例），非肝転 移症例は６０例 であった．また，

胆嚢病 変のない早期 胃癌症例１９例（壁 深達度 ｍ で

リ ンパ 節転移のな い症 例） をＣ㎝ｔｒＯ１群 とした．

２
．
方 法

１） 胆嚢胆汁採取方法

胆嚢 胆汁は手術 中に胆嚢の直接 穿刺により 採取

し た． 採 取 し た：胆 嚢 胆 汁 は， ３，
０００ｇ， １５分 間 遠 心

分 離し 胆砂 な ど の沈 殿物 を除 去 した 後， 上 澄 を

一８０℃ に て 凍 結 保 存 し た．

２） 胆嚢 胆汁測定 にお ける希 釈濃 度 決定お よ び

測定方法

胆 汁中 ＣＥＡ 測定の 至適希 釈濃度 を検討 するた

めに， 大 腸癌肝転移患 者の原胆汁 を１～１６０倍ま で

生理食 塩水 を用いて 希釈 して ＣＥＡ 濃度 を測定す

るととも に， 胆汁申 ＣＥＡ 値の期 待値が５００ｎｇ／ｍ１

となる よう に正常胆 嚢胆 汁上澄 に高 ＣＥＡ 標準血

清を加 えた胆 汁を同 様に希 釈 して その ＣＥＡ 濃度

を測定 し， 至適な希釈濃 度を決定 した．

胆汁 中 ＣＥＡ の測定 は， 大腸 癌症例 におい て凍

結保存 した 胆汁を解凍 した 後， 生理食 塩水にて希

釈 し，
ダ イ ナ ボ ツ ト 杜 の ＣＥＡ リ ア ビ ー ズ キ ツ ト

を 用 い て ｒａｄ１ｏ ｉｍ ｍ㎜ｎｏａｓｓａｙ 法 （ＲＩＡ 法） に て

ＣＥＡ を 測 定 し た
．

血申 ＣＥＡ 値の 測定 は， 術前 に採取 した末 梢血

血 清 を希 釈せ ず に ダイ ナ ボッ ト社 の ＣＥＡ リ ア

ビ ー ズ キ ッ ト を 用 い て ＲＩＡ 法 に て 行 っ た．

３） 検討項目

以上の 方法 で得ら れた胆汁 申 ＣＥＡ 値につ き以

下の項目 で検討した．

（１） Ｓｔａｇｅ別 胆 汁 申 ＣＥＡ と 血 清 中 ＣＥＡ の 相

関

（２） 肝 転 移 の 有 無 と 胆 汁 中 ＣＥＡ と 血 清 中

ＣＥＡ の相 関

（３） 胆 汁 中 ＣＥＡ 値 と 血 清中 ＣＥＡ 値 との 相 関

係数

（４） 肝転 移巣の 体積 と胆嚢胆 汁申 ＣＥＡ お よ び

血清申 ＣＥＡ の相関

肝 転移の体積 の計測は， 術 前 ＣＴ にお いて肝転

移巣 の計測可能 であった１０例 において病 巣の各ス

ライス での面積 を計測 しスライ ス間隔 にて積分し

その 総和を体積 とした．

（５） 胆汁申 ＣＥＡ の ㎝ｔｏ伍 値の決 定

４） 統計学的検定

統 計 学 的 有 意 差 検 定 は， １ｉｎｅａｒｒｅｇｒｅＳＳｉ㎝ ｔｅＳｔ，

兄
２検 定， Ｍａ ㎜一Ｗ ｈｉｔｎｅｙｓｔｅｓｔ を 用 い た．

結 果

胆嚢 胆汁測定 における希釈濃度 について， 原胆

汁 での 希釈による 影響をみる と希釈倍率 が低 い場

合 ＣＥＡ の測 定は抑 制さ れ， ４０倍希 釈で測 定値 は

プ ラ ト ー に 達 し て い た． ま た， 高 ＣＥＡ 添 加 胆 汁 標

準液 での 希釈によ る ＣＥＡ 測定値 への影 響 は， 胆

汁 中 ＣＥＡ の 期 待 値５００㎎／ｍ１に 対 して ２～１６倍

では期待 値より低値 をとり回収率 は抑制さ れて い

た
． ３
２～１６０倍ま では期 待値 に 近い 値を とって い

た． 以 上より 希釈倍 率が低 いと胆 汁中 ＣＥＡ の 測

定は抑制さ れ， 逆 に希釈倍率が大き 過ぎても測 定

誤差カミ増 幅される と考えられ， 迎Ｏ倍 の希釈が 妥当

と考え られた （図１）
．

以下の 検討は， 術 中胆嚢穿刺にて 採取した胆 汁

１６０①

１４０③

ε１２００

９１０００

話 ８③０
◎

廿 ６③ｏ

太
蟄 伽

２００

④

獲腿

Ｃｌ≡＾濠 施 汁 繍 液

０ ２０ ４④ ６０ ８０ １００ １２④ １４④ １６０

希 釈倍 率

図 １ 各 希釈 濃 度 にお け る 胆嚢 胆 汁 中 ＣＥＡ 値
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を３，０００ｇ， １５分 間遠心分離 後の上澄 を凍 結保存 し

た ものを解凍 し， 生理食塩 水にて４０倍 に希釈して

ＲＩＡ 法 に て 測 定 し た も の を 用 い 花．

１．
Ｓ畑ｇ６別 胆 汁 中 Ｃ巫Ａ ど 血 清 中 Ｃ亙ム の 相

関

胆汁申 ＣＥＡ 測定値 は Ｄ故ｅｓｓｔａｇｅ別 だみると

Ｄ 故 ｅｓ Ａ， Ｂ， Ｃ， Ｄ に おレ）て そ れ ぞ れ４３±１９．８，

６４
．
７ ± ４６

．
８
，
４６
，
４± ２２

．
７
．
１４０２
．
３ ± ３４１４

．
腕 ｇ／ｍ１，

で あ りＳｔａｇｅが 進 むに つ れて 高 値 を と る 傾 向カミ

あ っ 花．
同 様 に 血 清 中 ＣＥＡ 値 で ほ， Ｄ 故 ｅｓ Ａ， Ｂ，

Ｃ
，
Ｄ に お も） て そ れ ぞ れ １

．
５３ ± ０

．
７８
，
４
．
９８± ８

．
２９
，

６．８７土９．４２， ２１８．４±９２９．６篶磐／㎜１ で あ り， 胆 汁 申

ＣＥＡ と 同 様 に ｓｔａｇｅカ
§進 む に つ れ て 高 値 を と る

傾向都あった． 血溝中 Ｃ
ＥＡ
， 胆汁申

ＣＥＡ とも に

眺ｋｅｓ Ｄ と 他 の 群 の 間 に は 有 意 差 を 認 め たカミ

（ｐ ＜Ｏ．０５）， 眺 ｋｅｓ Ａ， Ｂ お よ び Ｃ の 各 群 間 に お い

ては統 計学的有意差 は認めなかった （図２）．

２
．
肝転移 の有無 ど胆 汁中 Ｃ亙Ａ と 血清 中 Ｃ亙Ａ

の相関

肝転 移の有 無 で分 けて 検討 する と， Ｃｏ鮒ｏ１群

の胆汁 申ＣＥＡ 値 は測定感度以 下（１．６８±７．３４ｎｇ／

ｍ１）， 肝 転 移 陰 性 群 （
Ｈ（一） 群） で は， ５４．０±３５．１

ｎｇ／㎜１， 肝
転移 陽性群（Ｈ（十）群）では， １６７０．４±

３６９５．８㎎／㎜１であっだ． ｃｏ廠ｏ１群の血溝申 ＣＥＡ

値 は， ２．５±３．０５㎎ ／ｍ
１
，
Ｈ（一）群 で は， ５．３土８．１３

㎎／㎜１， Ｈ （斗） 群 で は， ２６１．４±１０１７．０孤ｇ／㎜玉 で

あっだ（図３）．胆汁 申 Ｃ
ＥＡ 値 と血清申 ＣＥＡ 値の

両群にお いてｃｏ鮒ｏ１群と Ｈ（一）群 との間には有

意 差 は な い が， Ｈ （一） 群 と Ｈ （十） 群， ＣＯｎｔｒＯ１

群と Ｈ （十） 群との 聞では有意 に Ｈ （十） 群が高

値 を 示 し て い た （ｐ〈Ｏ．０００１）．
肝 転 移 群 に お い て

は胆 汁申 ＣＥＡ 値 と血 清申 ＣＥＡ 値 の 両者 と も高

値 を と っ て㌦）た．

３． 胆汁中 Ｃ亙Ａ 値 ど血清中 Ｃ瓦Ａ 値との相関係

数

血 溝中 ＣＥＡ が どの 程度 胆 沫 申 ＣＥＡ に影 響 し

ている かを検討する花 めに， 肝転 移陽性， 陰性 両

群 にお いて 胆汁 申 ＣＥＡ 値 と血 溝申 ＣＥＡ 値 と の

相関関係 を比較 し花 （図４， ５）．

Ｈ （キ） 群 において （図４），
血 清中 ＣＥＡ と胆

汁中 ＣＥＡ と の間に統 計学 的相関 が認め られた が

（丑五双ｅａｒｒｅｇｒｅｓｓ三〇烈 ｔｅｓｔ， ｒ
二 ０
，
８０５
， Ｐ
＜０
．
０００１）

，

Ｈ （一） 群 において は （図 ５），
血 溝中 ＣＥＡ と胆

汁申 ＣＥＡ と の間に 有意 な統計学 的相 関は認 めら

れ な か っ た （１ｉｎｅａｒ，蛇 ｇｒｅｓｓ
ｉ ㎝ ｔｅｓｔ， ｒ

・・Ｏ
．
０１７
，

ｐ 二 ０．３
２）
．

４． 肝転移巣の体積と胆嚢胆汁中Ｃ週Ａ およ
び

血清中Ｃ亙Ａ の相関

ＣＴ よ り 算 出 し淀 肝 転 移 巣 の 体 積 と 胆 汁 中

ＣＥＡ 値お よ び 血清 中 ＣＥＡ と の関 運 を検 討 す る

と
，
血 清 申 ＣＥＡ に お いて は相 関 関 係 を 認 め な

カ、つ ブごカ§ （ｌｉ双ｅａ１ｒｅｇｒｅｓｓｉｏｎ ｔｅｓｔ， ｒ
・＝＝０
，
１７９
， Ｐ
＝＝・

２０

１８

１６

口 １４

婁
葛 １２
２

＜ １
０

竃 ８
あ ６

４

２

０

８００

７００

６００

婁、５００

響
＜ ４００
国
０３００
坐
２００

１００

０
Ｉ）稻屹ｅ５ Ａ ｎ軸次ｏｓ 氾 ㎜ｏ吐ｅ５ Ｃ ＤｌＩ 畑 竃 Φ Ｏ唖辻 棚 Ａ ⑰皿ｋ６畠 ８ Ｄ■１‘鮒 Ｃ Ｄ凹ｋ 醐 Ｄ

陀８ 昨２３ 駈２５ 脂 蝋 脂８ 脂 泌 皿 訟 皿。２４

図 ２ Ｄ 故 ｅｓｓｔａ塁ｅ 別 胸 溝 中 ＣＥＡ （Ｓ－Ｃ亙Ａ） と 胆 嚢 胆 沫 中 ＣＥＡ （Ｂ－ＣＥＡ）

施 溝 中 ＣＥＡ （Ｓ－ＣＥＡ） と 魍 汁 申 Ｃ亙Ａ （Ｂ－ＣＥＡ） と も に Ｄｕｋｅｓｓｔａｇｅ に 従 っ て 高 値 を

示 し て い だ
．
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ｍ＝１９ ｎ≡６０ ｎ≡２０ 耐醐１９ ｎ讐６０ ｍ呈２０

図３ 肝 転 移の 有 無別 血 清 中 ＣＥＡ （Ｓ－ＣＥＡ） と 胆 嚢 胆汁 申 ＣＥＡ （Ｂ－ＣＥＡ）

Ｓ－ＣＥＡ 値 は 肝 転 移 陰 性 群 Ｈ（一）で５．３±８．１３ｎｇ／ｍｌ， 肝 転 移 陽 性 群
Ｈ（令） で２６１．４±

ｍ ７
．
０㎎ ／ｍｌ， ｃ㎝

ｔｒｏ１ 群 で２．
肚 ３
．
０５ ㎎／ｍｌ で あ っ た．

Ｈ （凹） と Ｈ（斗） と の 間 に 統 計 学 的 有 意 差 を 認 め た （ｐ〈０．０１，
Ｍａ ｍ・Ｗｈｉｔｎｙｔｅｓｔ）．

Ｂ－ＣＥＡ は Ｈ （一） で５４．
０±３５
．
１ｎｇ／ｍｌ，

Ｈ （斗） で１６７０
．
４立３６９５

．
腕 ｇ／ｍ１， ｃｏｎｔｒｏ１

群 で は 測 定 感 度 以 下 （１．
６８±７
．
３４ｎｇ／ｍｌ） で あ っ た．

Ｈ （一）
，
Ｈ （十） お よ び ｃｏｎｔｒｏ１ 群 の 間 に は 統 計 学 的 有 意 差 を 認 め た （ｐ＜０．０１，

Ｍａ㎜ Ｗ ｈｉｔｎｙ ｔｅｓｔ）．

１６０００

１４③００

－
１２０００

≡≡㌔ １④０００

碧
＜ ８０００

８ ６０００

曽 ４０００

２０００

０

一２０００

Ｙ ＝８〃．７９５ ＋３，２６１Ｘ ｒ二０．８０５

２５００

２０００

… １５００
奇
畠

＜ １０００

８
畠 ｓｏ０

０

－５００

一５００ ５００ １５００ ２５④０ ３５０③ ４５００ ０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０

Ｓ・Ｃ亙Ａ 亙ｇ／㎜１ Ｓ・ＣＥＡ ｍ動 ㎜１

Ａ 亙

図 ４ 肝転 移 陽 性例 に お ける 血 清 中 ＣＥＡ （Ｓ－ＣＥＡ） と胆 嚢 胆汁 中 ＣＥＡ （Ｂ－ＣＥＡ） と

の 関 連

Ｓ－ＣＥＡ と Ｂ－ＣＥＡ の 間 に は 統 計 学 的 有 意 差 を 認 め た （ｐ 〈０．
０００１， 玉ｉ口ｅａｒｒｅｇｒｅｓｓｉ㎝

ａｎａｌｙＳｉＳ）．

（Ｂ は Ａ を 部分 的 に 拡大 し た）．

６０

０．２２） （図 ６）， 胆 汁 中 ＣＥＡ に つ い て は， 統 計 学 的

に 有 意 な 相 関 を 認 め た （１ｉｎｅａ１ｒｅｇｒｅｓｓｉ㎝ ｔｅｓｔ，

ｒ工 ０，
７５３
， ｐ
＝ Ｏ
．
００１） （ 図 ７）

．

５．
胆 汁中 ＣＥＡ の ㎝ｔｏ旺 値の決定

胆汁 中ＣＥＡ の 肝転移 の有無 に関 して， 肝 転移

陰性 群 にお け る 平均 値十２ 標 準偏 差 （Ｂ－ＣＥＡ二

１２４㎎／ｄ１）を ㎝ｔｏ甜 値に設 定して肝転 移の有無を

検 討 す る と， ｓｐｅｃｉ丘ｃｉｔｙ９３．３％， ｓｅ双ｓｉｔｉｖｉｔｙ７５％，

ｐｏｓｉｔｉｖｅ ｐｒｅｄｉｃｔ ｖａ１ｕｅ ７６％ で 統 計 学 的 に 有 意 差

を 認 め た （兆
２検 定 ｐ＜Ｏ．０１） （表）．

考 察

Ｃａｒｃｉ篶ｏｅ㎜ｂｒｙｏｎｉｃ ａｎｔｉｇ ㎝ （ＣＥＡ） は１９６５年

Ｇｏ１ｄ ら１〕により 報告された分 子量約２０万 の糖蛋自

である．以来，
血清中 ＣＥＡ 値は消化器 癌をはじめ

とする悪性 腫瘍のマーカ ーとして， 広く 臨床応用

さ れ て い る． 大 腸 癌 に お い て も， 病 期 の 推 定， 治

一 ｇ４！ 一
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胆 嚢 胆 汁 中 ＣＥＡ （Ｂ・ＣＥＡ） と の関 連
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図 ７ 肝 転 移巣 体 積 と胆 嚢 胆 汁 申 ＣＥＡ（Ｂ－Ｃ 眺） との

関連

Ｂ－ＣＥＡ と肝 転 移体 積 と の 聞 に は 統 計 学 的 有 意 差 を

認 め た （Ｐ＝Ｏ．
Ｏ０１）
．

３００

２５０

２００

１５０

１００

５０

０

◎

Ｏ

⑥ Ｙ π ６８，７８６ キ ０．３５ Ｘ ｒ ＝ ０，１７９

◎
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Ｓ・ＣＥＡ ｍｇ／㎜：

図 ６ 肝 転 移巣 体 積と 血 清 中 ＣＥＡ （Ｓ－Ｃ亙Ａ） と の関 連

Ｓ－ＣＥＡ と肝 転移 体 積 と の 聞 に は 統 計 学 的 有 意 差 は

認 め な か っ た （ｐ＝０．
２２）
．

表 Ｂ・ＣＥＡ 値 と肝 転 移

療 効果の判定 および転移の 早期診断 につ いて有用

性 が認めら れ， 予後規定因 子としても利 用されて

い る３ト６〕． な か で も 肝 転 移 に つ い て は， 血 溝 申

ＣＥＡ 値が画像 診断より早 い時期に上昇 し，経時的

ＣＥＡ 値 の 観 察 に よ る ＣＥＡ 倍 加 速 度 が 再 発 の

マ ーカ ーと して有用である との報告も ある７）洲．

ＣＥＡ が消 化器癌 にお いて 有用 な 診断 手段 であ

る ことは認め られている が， 早期診断 についての

意 義は， どの 程度病期に敏感 に反映さ れるかに左

右さ れ， 血清中 ＣＥＡ 値の 測定 では原 発巣の 早期

診 断に必ず しも貢献してい ないよう である． そこ

で，ＣＥＡ が腫瘍 発生部位 に由来する体液 から高濃

ｓｅ犯ｓｉｔｉｖｉｔｙ： ７５％， ｐｅｃｉ危ｃｉｔｙ ：９３．３ ％，

ｐｏｓｉｔｉｖｅ ｐｒｅｄｉｃｔ ｖａ玉ｕｅ＝７６％， Ｐ 〈Ｏ．０玉

ｃｈｉ・ｓ 卯 班ｅ ｔｅｓｔ．

度 に 分泌さ れる可能性 を検討する目 的で， 胸水，

腹 水 を は じ め， 尿， 胃 液， 胆 汁， 糞 便 お よ び 乳 汁

な どの各種体 液につ いて も ＣＥＡ が測定さ れ， そ

の 有 用 性 淡 報 告 さ れ て い る
２）亘１）～１６）

．

そ の なか で胆道系 疾患 における 胆汁 中 ＣＥＡ 測

定の意義 については， 良性腫瘍でも高値 をとるも

のの， 胆 道系悪 性腫瘍 では 胆汁申 ＣＥＡ はよ り高

値をとり， 陽性率も血 溝申に比べて高く 有効な検

出 方 法 で あ る と 報 告 さ れ て い る１４）． さ ら に 肝 転 移

または肝 浸潤のある例 ではよ．り高値 をとるとさ れ

て い る
．

大 腸 癌 に お い て は， Ｙｅａｔｍａｎ ら
２）が 肝 転 移 症 例

にお ける胆汁 中 ＣＥＡ を測定 し報告 して以 来， そ

の有用性カミ指摘され， 画像診断でと らえカ耽 い微

小肝転移 の診断の可能 性カミ示 唆さ れてい る 剛８）．

著者は大腸 癌の予後 を規 定する大きな 因子である

肝転 移に着目 し， 胆嚢 胆汁 申 ＣＥＡ 値 と肝転 移の

相関につき 詳細な検討 を加乏だ． 本研 究により，

一 ９塾２ 一
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胆 汁中 ＣＥＡ が 血溝 中 ＣＥＡ より も肝 転 移 陽性 例

では相 関カは り高 いという結 果を得られた．

胆汁申 ＣＥＡ の測 定に 際して は， 胆汁 中の 阻害

物質 の存在， ＣＥＡ 類 似抗原の存 在， 粘欄 度， な ど

の花 めに原胆汁 では正確な測 定カ§阻害さ れている

と さ れ て い る１３ 舳 舳 ト２２）
．
な か で も， 粘 欄 度 に つ

いては測定上大き な阻害因 子と考えられる． 胆嚢

内胆汁を生理食 塩水による 希釈を行いその 作用の

減 弱を試みた 頒， 希釈倍 率が低いとその 粘穂度の

た めに反応カミ阻害され， また 希釈倍率 が大き過
ぎ

て も測定操作 による誤差 が増幅されるた め期待値

との誤差カ汰 きくなると 考完られた． 従 って， 生

理食塩水によ る希釈倍率 は， 諸家の報 告している

ご と く４０倍 カミ適 当 で あ っ た 岬 旦８）．

一般 に ＣＥＡ は腫瘍細 胞内 ではそ の細胞 質内に

強く発現さ れる２３）
．
正常 細胞でもそ の産生 は活発

にあ るカミ， 管 腔側 に 速や か に輸 送 さ れ分 泌さ れ

る２４〕． 事
実
， 糞
便 申 に は 大 量 の ＣＥＡ カミ存 在 す る と

さ れ て い る２５）
．
腫 瘍 細 胞 で は， ＣＥＡ の 産 生， 輸 送

メカニ ズム に異常 を来 しているた め静脈血中に流

出 して いるとさ れて いるカミ， 詳細 については未 だ

十分に 解明されて いない．

しか し， 大腸
癌 においては，

腫瘍還流血液申 の

ＣＥＡ の 測定による検 討から，主 として静脈内 に浸

潤 した 癌細胞か ら直 接静脈を介 して経門脈的 に末

梢 血 液 中 に 移 行 し て い る と さ れ て い る２６）．
ま た， 肝

転 移巣か らの ＣＥＡ は肝静 脈へ 直接流入 してい る

と 考え られてい る． 原発 巣で産
生さ れた ＣＥＡ は

門脈 血中に入り， 肝臓に到達 して一定量 は胆 汁申

に 排 泄 さ れ， 循 環 血 液 申 に Ｓｐｉ１ｌ－ｏＶｅｒ し て く る も

の と考 乏られる．
そこ でどの 程度の ＣＥＡ が胆 汁

申 に排推さ れるかについて は議論の余地の あると

こ ろ で あ る
．
双ｈｏ ｍ ａｓ ら

２７）２８）に よ る ラ ッ ト で の

ＣＥＡ 静脈 注入 における 胆 汁中 への 排泄 量の 検討

で は， 胆 汁 中 の ＣＥＡ 量 は 血 中 の Ｃ
ＥＡ 濃 度 と

ＣＥＡ が血 中を 循環 して いる 時問 に左 右さ れ， １

～１．５％カ
ミ胆 汁中へ排 泄さ れて いる と報 告さ れて

菊り， その 量は多く
ない と考乏られた． 今回の検

討にお いて， 肝 転移 陰性群の 胆嚢 胆汁申 ＣＥＡ 値

は５４土３５．１狐ｇ／㎜１で あり 肝 転 移 陰 性 群 の血 清 申

ＣＥＡ 値５
，３
±９８．１の 約１０倍 の 濃 度 で 排 液 さ れ て い

る ことになるカミ， これは胆汁 の濃縮によ る影響と

考 え ら れ 淀．

また， 肝 転移陰 性群 の血清 中 ＣＥＡ 値カ塙 値を

とっ ても， 胆 汁申 Ｃ
ＥＡ 値 は必ず しも高値 で はな

かっ だ．
このこ とは，胆汁中 ＣＥＡ 値カ蝉 に血清中

ＣＥＡ 値を反 映している だけではない こと，さらに

血清申ＣＥＡ 値は肝転移以外の遠隔転移因子 （肺

転移， 局所再 発， リンパ節 転移等） を含む病態も

反映してい ることを示唆す るものと考 えられた．

肝転 移 症例 に お いて 胆 汁申 ＣＥＡ と 血 溝 中 ＣＥＡ

とカミ有意 な相 関関係を示 したこと は， 肝転移巣 由

来の ＣＥＡカミ胆 汁中，
血 清中 ともに遊 離 している

た め と 考 え ら れ た
．

次に， 胆汁中 ＣＥＡ 値 と肝転 移巣体 積につ いて

検討する と，
血清申 ＣＥＡ の 相関係 数が ドＯ．１７９

で あるの に 対して 胆 汁申 ＣＥＡ の相 関係 数 はｒ＝

０，７５３であり， 胆汁申
ＣＥＡ 値 は血清申 ＣＥＡ に 比

べより 鋭敏に肝転移 の体積と相関 していた． 従っ

て， 胆汁申 Ｃ
ＥＡ 値は， 血清中

ＣＥＡ 値に比べて よ

り定量 的意義を持ち 合わせている と考えら れた．
一般 に再 発肝転移巣 の体積の 増大と血 清申

ＣＥＡ の増大は相関 するとさ れ， Ｃ
亘Ａ 倍 加速度 と

し て も 利 用 さ れ て い る８｝“亘０）．
血 清 中 ＣＥＡ 値 は 肝

転移 の体積と相関 を示さなかったカミ， この原 因と

し て ＣＥＡ カミ循 環 血 液 申 に ｉｍ ｍｕ鵬一ｃｏ 卿 １ｅｘ を

形 成 し， 見 掛 け 上 の 低 値 を 示 し て い る こ と
２１）２９）
， 血

清 串ＣＥＡ 値 が肝転 移巣 だけで なく原 発巣よ り産

生さ れる ＣＥＡ を も反映 している こと な どカ§考え

ら れ た．

本研究 では肝 転移陰 性群の 胆汁 申 ＣＥＡ 値 の平

均 値十 ２標 準 偏差 よ り 求め 淀 胆 汁申 ＣＥＡ 値！２４

㎎／ｍ１を ㎝ｔｏ雅 値とした． 肝転 移との相関 でば，

ｓｅｎｓｉｔｉｙｉｔｙ は７５％ で あ る も の の ｓｐｅｃ岨ｃｉｔｙ は

９３．３％となり 偽陰性は少 なく， この値よ り小さ け

れば潜在する 同時性肝転 移の可能性 は小さいと考

え ら れ た
．

胆嚢胆 汁中 ＣＥＡ 値の 測定 に微小 肝転移 診断の

可能性を期待 したが， 検 討症例中肝転 移再発を来

し た 症 例 は 平 均１９．６５士１５．１２ヵ 月 の 観 察 期 間 申 に

２例のみ であった． 原 発巣手術時 における微小肝

転移存 在診 断への胆 汁申 ＣＥＡ 値 の意義 につい て

一一一９４３ 一



７２

は
， 今
後症例 の蓄積と遠 隔成績の調査 で明らがに

し た い と 考 完 て い る．

結 論

大腸 癌症例 に串 ける 胆嚢魍 汁中 ＣＥＡ 値 を検討

し以下の結 論を得た．

１． 胆嚢 胆
汁申 ＣＥＡ の 測 定に は 生 理食 塩 水を

用い 触Ｏ倍の希釈カミ至適 であった．

２． 胆嚢胆汁中 Ｃ
ＥＡ 値 は， 肝転移 症例で有意に

高値を示 していた
．

３． 肝転 移 症例 に お いて は 胆嚢 胆 汁 申 Ｃ
ＥＡ と

施清 中 ＣＥＡ と は相関 関係 を認めたカ§， 非 肝転 移

例にお いては相関関係 を認めず，胆 嚢胆汁申 ＣＥＡ

値は単 に血清 申 ＣＥＡ 値を反 映して いる だけ では

な い こ と が 判 明 し た．

４
．
肝転移症例 において は， 胆嚢胆汁 中 ＣＥＡ 値

は肝転 移巣体積と有 意な相関関係 を示してい花．

６．
胆 汁 申 ＣＥＡ 値 の ㎝ｔｏ伍 値 を１２４㎎／ｍ１と

定めたカ§， 胆汁申 ＣＥＡ 値カ
§１２４㎎／㎜１未満 であれ

ば肝転 移の 存在 する 可 能性 は 低 いと 考 完 られ 花

（ｓｐｅｃｉ丘ｃｉｔｙ ９３．
３ ％）
．

以 上よ り 胆嚢 胆汁 中 ＣＥＡ 値 は 血清 申 ＣＥＡ よ

りも 鋭敏に肝転移 を反映 して いた．

稿を終完るに当たり， 懇切なる御指導と御校閲を賜

りました浜野恭一教授に深甚なる謝意を捧げます． さ

らに， 終始直接御指導， 御教示を頂きました亀岡信悟

教 授 に 深 謝， 御 礼 申 し 上 ば ま す． ま た， 検 査 に 当 た り

深い御理解と多大なる御協カを賜りました第二外科

学教室の諸先生方にも厚く御礼申し上 げます．

なお， 本論文の要旨は第５回亜細亜大腸肛門病学会

（ヱ９９５年） に お い て 発 表 し た．
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